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１．特集 
---------------------------------------------------------------------- 
■ 米国食品医薬品局（FDA）が衛生的な食品輸送に関する最終規則を公開 
 
４月５日、FDA は米国内の食品輸送における食品安全を確保するための 
FSMA に基づく最終規則（「Final Rule on Sanitary Transportation of  
Human and Animal Food」）を、FDA サイトにて発表しております。 
 
 米国 FDA サイト（外部リンク、英語） 
  http://www.fda.gov/Food/GuidanceRegulation/FSMA/ucm383763.htm 
 
 ジェトロサイト（外部リンク、日本語） 
  

https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/foods/pdf/fsma111_gaiyo1.pdf 



  

https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/n_america/us/foods/pdf/fsma111_gaiyo2.pdf 
 
本規則は、主に米国内の自動車・列車による運送を対象としており、輸入食品 
も対象に含まれます。運送時の使用機材、オペレーション、教育、記録等が 
主要内容です。 
適用開始時期は、最終規則公開の 1 年後（中小零細企業では 2 年後）です。 
FSMA の主要規則 7 つの内、これで 6 つの最終規則が公開されたことになります。 
 
 FSMA に関する米国 FDA サイト（外部リンク、英語） 
  http://www.fda.gov/Food/GuidanceRegulation/FSMA/ 
 
 
■ 米国食品安全強化法セミナーの映像がウェブ掲載されました  
 
２月上旬に東京で開催された「米国食品安全強化法セミナー」（ジェトロ主催 
、農林水産省補助事業）の東京での模様が、以下の URL にてウェブ掲載され 
ました。各 FDA 担当官等による講演の模様（動画、英語・日本語訳）、資料が 
掲載されております。FSMA 各規則の理解促進のために、ご活用いただければ 
幸いです。 
 
 米国食品安全強化法セミナー-食品医薬品局（FDA）を迎えて-（外部リンク） 
 
  https://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/foods/fsma.html 
  https://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/foods/fsma_fda_seminar20160202.html 
 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
２．研修会・セミナーの御案内 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■ HACCP 等の導入促進に関する研修会等（農林水産省食料産業局食品製造課） 
 ○2016 年度の各予定は、計画が定まり次第、順次お知らせして参ります。 
 
■  FSMA 入門セミナー（ジェトロ） 



 ○2016 年度の各予定は、計画が定まり次第、順次お知らせして参ります。 
 
 
■ PCQI コース（ペリージョンソン ホールディング(株)）  
 
○現在募集中  
 
【PCQI コース（3 日間）】FDA 承認カリキュラムによる日本語コース  
  日時：2016 年 5 月 17 日（火）～5 月 19 日（木）9 時～17 時（最終日は～14 時）  
  場所：FORUM８（フォーラエイト、東京都渋谷区） 
※札幌、長岡、大阪、福岡でも開催予定です  
※詳細は下記リンクを参照ください（外部リンク）  
  http://www.pjcinc.jp/iso_training/others.php#3Dh 
 
 
■他に FSMA に関するセミナー情報があれば、本メルマガで記載したいと考えて 
おります。関連情報がありましたら、以下までぜひお寄せ下さい。 
 
  メール宛先    
   nousui-fsma@maff.go.jp  
 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
３．その他の情報 
---------------------------------------------------------------------- 
 
■ジェトロのホームページのご紹介 
 
○更新情報 
 
以下の資料を新たに作成しておりますので、ぜひご利用ください。 
 
「ヒトが摂取する食品に関する現行適正製造規範ならびに危害分析及び 
 リスクに応じた予防的管理措置」の食品安全計画雛形（冷凍チャーハン）」 
  (外部リンク) 



 
 https://www.jetro.go.jp/world/reports/2016/02/f4e6ffb1efa27504.html 
 https://www.jetro.go.jp/world/n_america/us/foods/fsma.html 
 
○概要 
 
・FSMA の詳細な情報については、下記のジェトロのホームページにてご覧に 
 なることができます。 
 
 ジェトロ「食品安全強化法（FSMA）に関する情報」（外部リンク） 
 http://mailmag.maff.go.jp/c?c=13719&m=90861&v=e06028f7 
 
 
 
■FSMA 関連情報 
 
雑誌・月刊 HACCP４月号（発行：鶏卵肉情報センター）に、2 月東京において 
日本 HACCP トレーニングセンター主催/米国食品製造業者協会（GMA）講師に 
より開催された、FSMA に関連する「PCQI 養成ワークショップ」「フードディ 
フェンス研修会」についての記事が掲載されております。 
 
 月刊 HACCP ホームページ（外部リンク） 
 http://www.keiran-niku.co.jp/haccp.html 
 
 
---------------------------------------------------------------------- 
４．最近の米国情報 
---------------------------------------------------------------------- 
  
 このコーナーでは、各種のニュースや記事で掲載された米国 FSMA に関連する 
 情報を抜粋・要約してご紹介します。 
  
 注：今号の記事の抽出の期間は、1 月 26 日～2 月 25 日としています。 
   このため、記事掲載時からの時間経過により、予定や状況が 
   変更になっている場合がありますので、ご留意ください。 
 



■FDA の動き 
 
・米国議会からの、FSMA 細則履行のための予算増額要求が続いているが、米国 
 消費者連合(The Consumer Federation of America)は、食品安全のための予 
 算が不足しているため、FSMA の履行は遅れるだろうとの見方を示した。政府 
 予算の増額がなされない限り、州あるいは各地域での FSMA 徹底はできず、そ 
 のための新たな雇用も満たすことができないとの見解である。 
 （2016 年 2 月 12 日 "FDA Week"） 
 
 
・米国全国農業協会（The National Association of State Departments of  
 Agriculture ）は、FSMA の目標達成のために、2017 年に全国で約 1 億ドルが 
 必要になるであろうとの見方を示した。 同協会の Barbara Glenn CEO は、 
 大統領及び議会からの十分な支援がない限り、FSMA の施策は失敗に終わる 
 と述べた。 
 （2016 年 2 月 12 日 "FDA Week"） 
 
 
■関連事業者の動き 
 
・米国全国農業協会（The National Association of State Departments of  
 Agriculture ）は、2 月 2 日、FDA と各州との間で FSMA の履行についての協力 
 を強化することを求める旨の決議書を策定した。同協会の Greg Ibach 代表は、 
 輸入食品に影響を与えるであろう FSMA について、国内で認知を高めてゆく 
 ことの必要性を強調した。 
 （2016 年 2 月 5 日 "FDA Week"） 
 
 
・ルイジアナ州立大学は、2016 年 4 月 20～22 日の間、食品加工事業者を主たる 
 対象として、食品安全と食物汚染防止のワークショップ（有料）を開催する。 
 主眼がおかれるのは FSMA 関連規則で、同大学の農業センターの専門家及び 
 FDA の専門官が講義を行う。 
 （2016 年 2 月 3 日 "US Fed News"） 
 
 
--------------------------------------------------------------------- 



５．Ｑ＆Ａコーナー 
---------------------------------------------------------------------- 
 
 引き続き事業者の皆様の FSMA にかかるお悩みや疑問を募集し、多くの方々 
 からいただいた質問に関しては、FAQ として整理の上、回答を掲載したいと 
 考えております。 
 つきましては、FSMA の内容や運用に関してお悩みや疑問のある方は、 
 下記フォーマットを用い、下記メール宛先までお寄せください。 
 
 質問用紙（「お悩み投書箱」） 
  http://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_fsma_mailmaga/index.html 
  
 メール宛先    
  nousui-fsma@maff.go.jp  
 
 紙面等の関係上、ご質問すべてに個別にはお答えできないこと、予めご了承 
 下さい。なお、メルマガにおいて質問及び回答を記載する際には、地域、 
 業態、製品群等のみの概要に留め、詳細な個別企業に関する情報は 
 公開いたしません。 
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 お知り合いに「農林水産省 FSMA メールマガジン」をぜひご紹介下さい。 
 
 当メールマガジン及びバックナンバーは、以下の輸出促進対策ホームページ 
 に掲載しております。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=14314&m=90861&v=f715f9a3 
   
 当メールマガジンの配信登録、配信変更及び配信解除等は、以下のホーム 
 ページから手続することができます。 
  http://mailmag.maff.go.jp/c?c=14315&m=90861&v=529e69ad 


